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午前・午後１１時４１分 

東郷町議会議長 井 俣 憲 治 殿 

                東郷町議会議員 

                議席番号 １４番  氏名 門 原 武 志 ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問したいので通告します。  

記  

                            № ２－１  

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

 １  防災につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 地震被害の最大震度の想定について 

   中央防災会議で 2006 年 12 月７日の会

議で公表された資料によれば、猿投―高

浜断層帯の地震（M7.6）の震度分布で、

東郷町付近も震度７が想定されている。

名古屋市がこの資料をもとに 2008 年に

作成し公表した「猿投-高浜断層帯によ

る震度予測について」は予測される震度

を１㎞メッシュごとに表示した図で、緑

区、天白区、名東区に震度７のメッシュ

が見られる。東郷町でも中央防災会議の

資料を参考に震度７を想定すべきでは

ないか。 

 

(2) 消防職員の増員について 

   尾三消防の職員数は指針で示された

人数を満たしていない。災害への対応力

を強化するために計画的に増員すべき

ではないか。また豊明市、長久手市との

消防広域化の協議で、職員数についてど

う話し合っているのか。 

 

(3) 避難所の空調について 

   ７月の九州北部豪雨災害では、避難所

になった学校体育館にエアコンがない

ことが問題になった。東郷町の指定避難

所のエアコンの設置状況と対策につい

て伺う。 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  



                １４番氏名 門原武志  № ２－２  

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

 ２  道の駅につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  学 校 教 育 に

ついて  

 

(1) 規模について 

  ① 「東郷町『道の駅』整備に向けた検

討書」（平成 29 年３月）に書かれた概

算規模（8000 ㎡）と、「道の駅設置位置

の検討」（平成 29 年７月）に書かれた

候補地Ａの敷地面積（約２ha）、「東郷

町『道の駅』民間提案公募募集要項」（平

成 29 年８月）に書かれた敷地面積（上

限４ha）との関連について伺う。 

 ② 敷地の取得費用、建設費用はいくらに

なるのか。 

 ③ 施設の運営費用はいくらになるのか。 

 

(2) 財源について 

建設までの費用と、運営費の財源に

ついて伺う。 

  

(1) エアコン設置について 

  ① 教室や体育館の気温など、子どもや

教 員の 健 康 に 関わ る 状況 を ど う 把握

し、認識しているのか。 

 ②  小中学校の全教室へのエアコン設置

の検討の進捗状況は。 

 

(2) 就学援助の入学準備金の入学前の支給

について 

 ① 要保護の児童への対応について伺う。 

 ②  準要保護の児童への対応について伺

う。 

 

(3) 小中学校の教科書採択について 

 ① 2018 年度から教科化される小学校道

徳の教科書の採択結果と、採択理由につ

いて伺う。 

 ②  教科書の採択には教育現場の意見を

反映するようにしなければならないが、

東郷町の現場の意見はどのように反映

されるのか。 

 ③  教科書の採択過程には透明性が求め

られる。名古屋市では、教科書採択を決

定する教育委員会の会議は傍聴でき、会

議録が公開されている。東郷町の教科書

を選ぶ尾張東部教科書図書採択地区協

議会の会議の公開の状況はどうか。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

教育長 

担当部長 

 

 

 

 

 

（注）要旨は、具体的に記載すること  


